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１．はじめに 

 私はスリルのある旅が好きだ。大学生になって始めた旅の中で，日常とはかけ離れた様々

なことを経験し，怖さを乗り越えた先にある楽しさに没頭するようになった。しかし，そ

の中で，毎日日記を書いていたわけでも，こまめに写真を撮っていたわけでもない。ただ

何も考えずに，前へ前へと感覚だけで動いてきたので，旅の経験をじっくりと振り返るこ

とがなかった。そこで，この研究を通して，旅の経験を振り返り，当時の自分の思いをた

どりながら，気になったことを調べ，知識と経験を結び付けていきたい。 

研究の方法として，まず SNS などに残ったデータや写真をもとに，私の旅の経験をまと

める。次に，資料をもとに，旅で気になったことや興味を持ったことを調べる。最後に，

自分の思考の変化をたどることで，いつ，どこで，どのように興味が広がっていったのか

を考察する。この中で，旅で一番多く興味を持ったものを明確にし，なぜ旅をしていたの

かを客観的に分析することで，自分の心理の奥にある思いを明らかにしたい。 

 

２．5 年間の旅と旅行 

 2014（平成 26）年，大学 1 年次の冬，私はふと震災の復興支援に携わりたいと思った。

そして，偶然訪れた福島県南相馬市で，今まで出会ったことのない“道を外れた”旅人た

ちに出会った。彼らは，大学を卒業して就職するという世間一般の道を外れていたのだ。

私は，彼らの生き方に大きな感銘を受け，これをきっかけに，東南アジアやオーストラリ

アへ旅に出ることになった（表 1）。 

 

表１ 5 年間の主な旅と旅行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：筆者作成 

番号 学年 旅 予定 期間 巡った国、滞在地 目的 移動手段 宿泊施設 一言感想

1 1年 × ○ 2013年8月12日～19日 カンボジア 教育ボランティア 飛行機 ホームステイ 雨水の水浴びは修行でした。

2 ○ × 2014年2月3日～8日

2014月2日19日～3月10日

福島県南相馬市 復興支援

(ゲストハウス建設)

飛行機

夜行バス

ゲストハウス 若者の楽園でした。

3 ○ × 2014年3月11日～4月8日 タイ、ミャンマー 一人旅 飛行機 ゲストハウス 日本人の意地を見せました。

4 2年 ○ × 2014年4月26日 大阪府堺市 イベント ヒッチハイク なし 乗せてもらったのは傷心の男性でした。

5 ○ × 2014年8月18日～23日 高知県香南市他 夏祭りボランティア

観光

電車

ヒッチハイク

旅館、友人宅等 1週間で3kg太りました。

6 ○ × 2014年9月14日～24日 東京都港区他 イベント ヒッチハイク

バス

友人宅

ゲストハウス

デング熱が流行る代々木公園は、閑散と

していて異様な雰囲気でした。

7 3年 ○ ○ 2015年4月15日～23日 徳島県三好市他 観光

友人に会うため

自転車 友人宅

ゲストハウス

自転車で1日30kmなら余裕です。

8 ○ × 2015年4月23日～5月16日 高知県香南市 住み込みバイト 自転車 友人宅 「釣ったなら食べる」が鉄則です。

9 ○ ○ 2015年5月22日～

2016年2月28日

オーストラリア

ニュージーランド

語学学校

サーフィン

飛行機 シェアハウス Wi-Fi代4万円、それは私の仕業です。

10 4年 × ○ 2017年2月23日～3月1日 オーストラリア 友人に会うため

観光

飛行機 Airbnb(民泊) 近くの野生動物保護区に行ってみた。

人懐っこいカンガルーやコアラに、心が

癒されました。
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３．ヒッチハイクの旅 

（１）高知から神戸へのヒッチハイク 

 2014（平成 26）年，大学 2 年次の夏，私は高知県香南市の「かとり神社の夏祭り」に，

実行ボランティアとして参加した。現地に集まってみると，ボランティアメンバーのほと

んどが同年代の旅人だった。彼らは，全国各地からヒッチハイクや自転車で集まってきて

いたのだ。同年代のみんなが，このように様々な方法で旅をしてキラキラ輝いていること

に大変刺激を受けた。そして，ボランティアから帰る時（高知県香南市から兵庫県神戸市）

には，そこで出会った仲間 3 人と共にヒッチハイクをした（図 1）。 

このヒッチハイクでは，総移動距離が約 266 ㎞と比較的短かったが，乗せてもらった車

の数は 9 台で，距離のわりには多かった。東京・大阪間のヒッチハイク（約 500 ㎞）で乗

せてもらうぐらいの数だと思う。こうして小刻みに移動していたが，夏休みで出かける人

が多かったためか，降車しても思ったよりすぐに乗せてもらえた。また，一緒に旅した仲

間と私を含めて 4 人だったので，乗せてもらいにくいと思っていたが，人数を理由に断ら

れることはなかった。 

 

 

図１ ヒッチハイク（高知から神戸）での停留地 

出所：筆者作成 

注：図中の番号は移動した順序である。 
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（２）日本では誰が乗せてくれるのか 

 2014（平成 26）年 2 月の福島県南相馬市滞在時に，多くの旅人と出会ったことを機に旅

へ出るようになり，同年の 4 月からはヒッチハイクも始めた。しばしば，人から「どんな

人に乗せてもらうのか」と聞かれるが確実には答えられなかったので，自分の経験を表 2

にまとめた。すると，ヒッチハイクでは男性 1 人で運転している車に乗せてもらうことが

多いと分かった。ここから，1 人で運転している人は，時間や場所の融通が利き，男性の

方が女性よりも見知らぬ人を乗せることに抵抗が少ないため，乗せてもらいやすいのでは

ないかと考えられる。 

 

表２ ヒッチハイクでの旅人のグループ属性と乗せてくれた人々の種別 

旅人 

 

夫婦 

恋人 

家族 男性 

(複数) 

女性 

(複数) 

男性 

(1 人) 

女性 

(1 人) 

合計 

 

女 1 人 ―― ―― ―― ―― 2 ―― 2 

男 3，女 1 人 1 1 ―― 1 3 3 9 

女 2 人 1 ―― 1 ―― 1 ―― 3 

合計 2 1 1 1 6 3 14 

出所：筆者作成 

 

（３）海外でのヒッチハイクの経験と考察 

 私は，タイやオーストラリアでもヒッチハイクをした（表 3）。その際には，日本よりも

すんなりと乗せてもらえることが多かった。海外ではヒッチハイカーが多いため，乗せる

ことに慣れているのかもしれない。その中でも，特に印象に残っているのは，ワーキング

ホリデーで訪れた，オーストラリアのタスマニア州にあるシグネットという街でのヒッチ

ハイクである（図 2）。そこには，バスや電車がなかったため，遊びに行く時も買い物に行

く時もヒッチハイクをするしかなかった。 

ある日，韓国人の友人と買い物に出かけた時に 40 代の女性に乗せてもらった。彼女は小

学校の教師だが，当時は 20 年勤続のご褒美に，1 年間のホリデーを楽しんでいる最中だっ

た。私たちが，「交通の便が悪くて街の観光をしたことがない」と言うと，後日シグネット

周辺を案内してくれることになった（写真 1）。その日は天気が良く，美しい海に行ったり，

家に招いてもらったりした。私は，この見知らぬ地で知り合いができたことがすごく嬉し

かった。ヒッチハイクの醍醐味は，地元の人に出会えて，さらに，今後も連絡を取り合え

るようなつながりができることだと思った。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ タスマニア州のシグネットの位置  写真１ 乗せてくれた人とシグネット近郊で 

出所：Ｗeb ページ「CraftMap」より筆者作成   2015（平成 27）年 2 月 14:00 頃，知人撮影  
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表３ 海外でのヒッチハイクの記録 

 
出所：筆者作成 

 

４．旅から広がる興味 

 旅では，各国の生活習慣や民族衣装など様々なことへ興味が広がった。それらの興味の

つながりを図 3 に表した。その方法は，まず興味を持ったことを列挙して，表 3 の旅のう

ち，何回の旅で興味を持ったかを数える。次にそれらを自然（非個人的）と文化（個人的）

の間に分布させるというものである。その結果，旅の中で一番よく興味を持っていたのは，

職業や趣味など個人的なことであると分かった。さらに，旅の初めは，人々の生活から社

会の制度まで広い分野に興味が広がっていたが，旅を重ねるごとに，職業や趣味，ヒッチ

ハイクなど個人的なことへの興味に収束していたことが明らかになった。 

ここから，私は，旅の中で自分が就くべき職業は何かを模索していたのだと気付いた。

これまで，自分が旅をする理由は，未知の体験が新鮮で楽しく，新しい人との出会いも魅

力的であるからだと思っていた。しかし，図によって客観的に分析してみると，未知の体

験をするためではなく，自分の将来の道を見つけるために旅に出ていたことが分かった。

異国の生活習慣や文化を体験しながら，心のどこかでは，いつも職業につながりそうなこ

とや，自分の趣味になりそうなことを探していたのだと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 興味のつながりの発散と収束 

出所：筆者作成 

日付 国名 開始場所 目的地 同伴者 人 感想

2014年3月13日 タイ バンコク郊外 カオ・ルアン洞窟 トモヒロ 30代女性 ごはんまで連れて行ってくれた。帰れてよかった。

2014年3月24日 ミャンマー インレー湖周辺 インレー湖 東京のお兄さん 60代男性 湖の反対側までこぎつけた。帰れてよかった。

2014年5月ごろ オーストラリア タロービーチ サフォーク(ホスト宅) ―― 50代女性 自転車のカギを家に忘れた。帰れてよかった。

2015年8月ごろ オーストラリア バイロンベイ クーパーズショット カヨコ 20代女性 すぐに乗せてもらえた。乗せるのに慣れているらしい

2015年8月ごろ オーストラリア ―― ―― カヨコ 不明確 ――

2015年1月ごろ オーストラリア シグネット シグネット クーガン 不明確 すぐにつかまった。クーガンは酒を飲んでいた。

2015年1月ごろ オーストラリア シグネット シグネット クーガン 不明確 1人で夜道でヒッチハイクをするのは最悪だった。

2015年1月ごろ オーストラリア シグネット シグネット アン 不明確 買い物はヒッチハイク。

2015年２月ごろ オーストラリア シグネット シグネット スーザン 不明確 田舎から出るのは大変。

2015年２月ごろ オーストラリア シグネット シグネット ヨ二 40代女性 教師の女性。長期のホリデー中。連絡先も交換した。

2015年２月ごろ オーストラリア シグネット シグネット
アン、スーザン

ヨニ
不明確 4人は無理だ。2人を行かせてヨニと残った。大変だ。

文化

自然

1 2 3 4 5 6 7 8

興味をもった回数

生活習慣

スポーツ

伝統的な文化

言語

職業趣味 ヒッチハイク

宿泊場所

ビジネス

伝統的な料理

特産物

教育制度

子どもの遊び

遺跡

仏像

気候動物

歴史

民族の生活民族衣装

日本との関係

移動手段

人柄

日本の文化
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５．おわりに 

本研究を通して，バラバラになっていた大学生活や旅での経験が一つにまとめられたこ

とは，私にとって大きな成果である。旅を振り返る過程で，今までに様々な困難を乗り越

え，未知の物事に挑戦していたことを実感し，いつか振り返った時に勇気づけられるもの

になった。 

また，本研究の中で旅から広がる興味を分析した結果，一番多く興味を持ったことが，

職業や趣味など個人的なことだと明らかになった。しかし，事前の予想では，異なる国の

生活習慣や文化などが一番多いだろうと思っていたので，その結果にはとても驚いた。私

は教育大学に入学したものの，教師という職業に就くことに対して自信も熱意もなく，将

来の道への迷いが生じていたのかもしれない。こうして，旅の中で暗に職業を探し続けて

いたが，実際の職業にはつながらなかった。また，自分の性格が快活に変わることもなか

った。しかし，多くの経験は，私の大きな自信となり，これから社会に出た時には，強い

味方になると思う。また，これから社会に出て忙しくなっても時間をつくって旅に出たい

と思っている。その時に，今の段階での興味や考え方とどう変わっているかを比較するの

が楽しみである。 

 

 

参考 URL 

Craft MAP：「Craft MAP 日本・世界の白地図」http://www.craftmap.box-i.net/ 

（2017 年 8 月 1 日アクセス）  
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